
の

のアドレスには、単独鍵から作る とコントラクトアド
レスの 種類がある。

コントラクトから別のコントラクトを呼び出すということはできるが、最初のコントラクト呼
び出しは からしかできない。なのでユーザは例えばトークンを持っていて誰かに送りたい
場合にネイティブトークンの から 代を払わないとトークン送⾦するコントラクトが呼び
出せない。代わりにトークンから⽀払うということができないのだ。
また個⼈の秘密鍵を使うのはどこかしらセキュリティ的に⼼配もあるので、スマートコントラ
クトで最初から扱えればよいのではないかという考えを持ったようだ。
アカウント抽象化

ただスマートコントラクト呼び出しをネイティブレベルで実⾏できるようにするのは⼤幅な改
造が必要になるので、じゃあ現状でできるのはどこだろうかというのが である。

全然読んでいないので、 を使って を使おうとしているという観点での⾒
⽅をする。

構造体を使ったコントラクト呼び出し
おそらくこれがポイントだと思う。
⼤きくは関係者として「ユーザー」「 」「 」がいる。 は公式スマー
トコントラクトと思って良い。

のコントラクトを呼び出すにはトランザクションを作らねばならず、その 代はコ
ントラクトを展開した が⽀払う。このルールは変えられないので、トランザクションの内
容を作る「ユーザー」とトランザクションを展開する「 」という役割に分ける。
それだけだと が⽀払ったガス代を回収したい場合はどうするのかという問題がある。

では例えば がトークン交換のために送⾦されたのであればガス代は戻すよ、とい
うようなことができるようにしている。この に相当するのが「 」である。
「 」がいない場合はユーザーが⽀払う。



flow

ユーザー → UserOperation作成

↓

bundler → mempool的に収集

↓

bundler → handleOps() を送信（ガス前払い）

↓

EntryPoint → 各UserOpを検証・実行

↓

EntryPoint → ガス精算

↓

bundler → ガス代を回収

ガス代の回収は、 へ⾏ったデポジットから⾏われる。単なる のアドレスに
を払うのではなく、コントラクト呼び出しで「このアカウントに対してデポジットする」

という形で⾏っておけば良い。

depositTo

function depositTo(address account) external payable;

# 実際の呼び出しはこういう感じになる。

entryPoint.depositTo{value: 1 ether}(target);

PackedUserOperation にある sender は コントラクトのアドレスが⼊る。 では

ない。

PackedUserOperation v0.8.0

struct PackedUserOperation {

address sender; // ★Accountコントラクトのアドレス

uint256 nonce;

bytes initCode;

bytes callData;

bytes32 accountGasLimits;

uint256 preVerificationGas;

bytes32 gasFees;

bytes paymasterAndData;



bytes signature;

}

で参照している は という考え⽅があり、特定のアドレスに公式実
装がデプロイされるようである。
これは固定のコントラクトアドレスとしてハードコーディングされて などで
も constant 値として参照でき、そのアドレス経由でアクセスするのが望ましい。

バージョン管理もされていて、例えば では ENTRYPOINT_V08 で

では ENTRYPOINT_V09 になっている。

0x433709009B8330FDa32311DF1C2AFA402eD8D009

0x4337084d9e255ff0702461cf8895ce9e3b5ff108

デプロイ元は らしい。バージョンはタグ管理されていて、例えば struct

PackedUserOperation も 版と 版がある 同じ構造だが 。

のコントラクトはどこかの公式なるところが⾏うため、 などのローカルチェーン
にはそれがない。 anvil --fork-url で別のチェーンからコピーしてもよいが、 のデフォ

ルトアカウントなどが使⽤できなくなって⾯倒なので⾃分でデプロイしたほうが良いだろう。
のコントラクトアドレスは CREATE2 を使うため などと同じアドレスにな

る。 --network <net> はデプロイするネットワークらしい

が 127.0.0.1 や 127.0.0.1:8545 のように アドレスを指定するものではなさそうだっ

た。 yarn deploy が hardhat deploy コマンドの薄いラッパーなので ⽅⾯から調べる

となにかわかるかもしれない。
deploy

git clone https://github.com/eth-infinitism/account-abstraction.git

cd account-abstraction

# デプロイしたいバージョンをcheckout

yarn install

yarn deploy --network localhost

はバージョンごとにデプロイされていると書いたが、 は⽐較的最新
バージョンに追従していて は で は になってい
る。
しかし ライブラリの はそうでもなく、今の最新版 では と の 定
義しかない。といっても が積極的に をサポートしているわけではないので⾃分で
構造体を定義するのがよいだろう。



の 実⾏
PackedUserOperation を通して 経由でしか実⾏できないコントラクトを呼び出すた

めに以下の つの関数を使うことになるだろう。
handleOps

function getNonce(address sender, uint192 key) external view returns (uint256

nonce);

function getUserOpHash(PackedUserOperation calldata userOp) external view returns

(bytes32);

function handleOps(PackedUserOperation[] calldata ops, address payable beneficiary)

external;

なお、いまのところ でしか成功していない。ほぼ同じことを
やっているのだが では してしまうのだ。 のメッセージは とは異なるよ
うで同じ感覚でデバッグしたためうまくいっていないのかもしれない。

中⼼となるアカウントは sender である。

getNonce() や PackedUserOperation の sender が を使うというイメージだろう。

は handleOps() が成功するとインクリメントされるが、それは sender の であ

る。どのアカウントがデポジットした から払い戻すかというのも sender になる。払い戻

し先は handleOps() の beneficiary になるがこれは sender である必要はないがコントラク

トであれば を受け取れるようにしておこう する 。


